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一小

牟礼
センター

三
鷹
台
団
地

ハピネス
センター

牟礼団地

牟礼コミュニティ
センター

東児童館

東八道
路

北野小六中

一小

仙川
公園

三
鷹
台
団
地

人
見
街
道

東
　
部
　
地
　
区

会　場：牟礼コミュニティセンター
時　間：午前10時～正午
主　催：三鷹市東部住区防災連合会

三鷹市

〈訓練項目〉
出火防止、初期消火、可搬ポンプ運
用、避難誘導、消防活動、応急救護、
トリアージ、本部設置運営、給食給
水

三鷹駅前

センター

三鷹駅前
コミュニティ
センター

法専寺
産業
プラザ

連雀通り

三小

四
中

三
鷹
通
り

三
鷹
駅
前
中
央
通
り

三鷹駅

駅
　
前
　
地
　
区

会　場：産業プラザ前道路
時　間：午前10時～正午
主　催：駅前地区自主防災連合会

三鷹市

〈訓練項目〉
出火防止、初期消火、可搬ポンプ運用、
避難誘導、応急救護、本部設置運営、
給食給水、119番通報訓練、情報連絡、
災害弱者対策、担架搬送訓練

五小

井の頭橋

新橋
三鷹
台駅

井の頭
センター分館

井の頭

センター本館

明星学園

五小

井の頭池

井の頭公園駅

三鷹
台駅

井の頭橋

井の頭コミュニティ
センター分館

井の頭
コミュニティ
センター本館

新橋

明星学園吉
祥
寺
通

り

井
の
頭
地
区

〈訓練項目〉
出火防止、初期消火、可搬ポンプ運用、
避難誘導、応急救護、本部設置運営、
給食給水

震
度
６
弱
以
上
が
１
日
に
３
回

と
い
う
観
測
史
上
初
の
連
続
地
震

が
発
生
し
た
宮
城
県
北
部
の
地
域

で
は
、
６
千
戸
近
く
の
家
屋
が
損

壊
し
、
約
２
千
400
人
の
人
た
ち
が

避
難
生
活
を
送
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
が
、
死
者
が
出
る
こ
と
な
く

震
度
の
大
き
さ
の
わ
り
に
は
被
害

が
小
さ
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。

そ
の
理
由
は
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
。
実
は
、
こ
の
地
方
が
平
均
37

年
と
い
う
短
い
周
期
で
繰
り
返
し

発
生
す
る
巨
大
地
震
・
宮
城
県
沖

地
震
を
警
戒
す
る
地
域
で
あ
る
と

と
も
に
、
今
年
５
月
に
も
震
度
６

弱
規
模
の
大
き
な
地
震
を
体
験
し

て
お
り
、
地
震
に
対
す
る
備
え
が

で
き
て
い
た
こ
と
が
大
き
な
要
因

７
月
26
日
に
宮
城
県
北
部
を
震
源
と
し
て
発
生

し
た
地
震
は
、犠
牲
者
を
出
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、

そ
れ
ま
で
予
測
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
次
々

と
起
こ
り
ま
し
た
。
一
方
、
九
州
地
方
で
は
観
測

史
上
ま
れ
に
み
る
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
大
き
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
自
然
現
象
の
意
外
性
や
恐
ろ
し
さ
を

再
認
識
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
発
生

す
る
か
わ
か
ら
な
い
大
災
害
に
打
ち
勝
つ
た
め

に
、私
た
ち
に
必
要
な
の
は
十
分
な̀

自
助
の
力
a

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

三
鷹
市
で
同
規
模
の
直
下
地
震

が
発
生
し
た
場
合
は
、
今
回
程
度

の
被
害
で
済
む
と
は
と
て
も
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
今
回
の
地
震
で
最

大
震
度
を
記
録
し
た
付
近
の
町
と

三
鷹
市
の
人
口
密
度
は
40
倍
以
上

も
の
違
い
が
あ
り
ま
す
し
、
８
年

前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
も
、

都
市
が
地
震
に
は
強
く
な
い
こ
と

が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
地
震
に
対

す
る
事
前
の
備
え
を
し
っ
か
り
行

う
こ
と
と
、
地
震
発
生
時
の
行
動

を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
て
お
く

こ
と
が
よ
り
重
要
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

８
月
31
日
À
〜
９
月
７
日
À
に

市
内
各
地
区
で
実
施
さ
れ
る
「
三

鷹
市
総
合
防
災
訓
練
」
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
訓
練
を
通
じ
て
、
大
地

震
に
対
す
る
`
事
前
の
備
え
a
や

`
発
生
時
の
行
動
a
を
体
験
し
な

が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
各
地
区
の
総
合
防

災
訓
練
に
参
加
し
て
自
助
の
力
を

向
上
さ
せ
、
い
ざ
と
い
う
時
に
ご

自
身
の
身
の
安
全
そ
し
て
家
族
を

守
る
た
め
の
技
術
を
身
に
付
け
て

く
だ
さ
い
。

夏
休
み
最
後
の
朝
、
マ
モ
ル
は
家
族
と
朝
食
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。午
前
９
時
、突
然「
ゴ
ォ
U
ッ
」

と
不
気
味
な
地
鳴
り
と
共
に
地
震
が
発
生
、
震
度

６
強
の
激
し
い
揺
れ
が
三
鷹
市
を
襲
い
ま
し
た
。

「
テ
U
ブ
ル
の
下
に
é
」
と
マ
モ
ル
。
あ
然
と

し
て
い
た
両
親
と
妹
は
、
あ
わ
て
て
テ
U
ブ
ル
の

下
に
転
が
り
込
み
ま

す
。
食
器
棚
か
ら
コ

ッ
プ
、
皿
が
次
々
に

落
下
、
破
片
が
床
を

埋
め
尽
く
し
ま
す
。

わ
ず
か
30
秒
程
の
揺

れ
が
大
変
長
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

「
く
つ
を
履
か
な
け
れ
ば
」
こ
こ
か
ら
動
く
に

は
素
足
や
ス
リ
ッ
パ
で
は
大
変
危
険
で
す
。
マ
モ

ル
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
に
注
意
し
て
玄
関
か
ら
４

人
分
の
ス
ニ
U
カ
U
を
取
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

「
あ
¿
火
が
¿
」
突
然
、
母
が
叫
び
ま
し
た
。

見
る
と
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
上
の
な
べ
に
エ
プ
ロ
ン
が

覆
い
か
ぶ
さ
り
引
火
し
て
い
ま
す
。「
天
井
が
燃

え
出
す
ま
で
は
消
火
で
き
る
。
消
火
器
¿
」
と
マ

モ
ル
は
叫
び
な
が
ら
台
所
の
隅
に
あ
る
消
火
器
を

取
り
、
火
元
に
向
か
っ
て
噴
射
、
無
事
火
を
消
し

止
め
ま
し
た
。
母
が

念
の
た
め
と
ガ
ス
の

元
栓
や
電
気
ブ
レ
U

カ
U
の
ス
イ
ッ
チ
を

切
り
ま
す
。
家
族
と

わ
が
家
の
無
事
を
確

認
し
た
後
、
マ
モ
ル

は
表
に
出
ま
し
た
。

壊
れ
て
い
る
家
が
い
く
つ
も
あ
り
、
こ
の
地
震
で

相
当
な
被
害
が
生
じ
た
こ
と
は
マ
モ
ル
に
も
す
ぐ

に
理
解
で
き
ま
し
た
。
数
本
の
煙
の
筋
が
見
え
ま

す
が
、
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
は
聞
こ
え
ま
せ
ん
。

ふ
と
、
隣
の
家
を
見
る
と
一
部
屋
根
が
崩
れ
て

い
ま
す
。
隣
の
一
人
暮
ら
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

心
配
で
す
。「
お
ば
あ
ち
ゃ
U
ん
」と
叫
び
な
が
ら

家
に
駆
け
込
み
ま
し
た
。玄
関
脇
の
茶
の
間
で
倒

れ
た
柱
と
食
器
棚
に
足
を
は
さ
ま
れ
倒
れ
、
↑

会　場：井の頭コミュニティセンター
本館

時　間：午前10時～正午
主　催：三鷹市井の頭地区住民協議会

三鷹市

8月31日(日)

連雀地区の住民のみなさんは、

午前９時の大地震発生を想定し、

以下の順序で訓練を進行します。

Ø　各家庭における電気、ガスなど

の出火防止、家族の安否および家屋

の戸締りを確認。

∞　一時避難場所の公園など（下地

図参照）に集結。そこで実際の災害

を想定した簡単な訓練を実施。

±　一時避難場所から訓練会場の第

一中学校まで、安全な避難路を選択

し徒歩で避難。

≤　訓練会場（第一中学校）では午

前10時に訓練を開始し、４つの訓

練コーナーを巡回します。

①関係機関による災害時の対応の

展示見学、②消火器や三角バケツに

よる初期消火訓練、③包帯法や心肺

蘇生法など応急救護訓練、④防護衣

着用やロープの結索などの体験

≥　発災直後の住宅街を想定し、消

防署など関係機関による救出救助や

消火活動などの実演を見学します。

メーン会場 連雀地区
会　場：第一中学校校庭
時　間：午前9時～

午後0時30分
主　催：連雀地区住民協議会・

防災対策特別委員会
三鷹市

市役所

山中通り

連雀通り

人見街道

六小三
鷹
通
り

む
ら
さ
き
橋
通
り

武
蔵
境
通
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�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�




�

�

�

�

�

�

連 雀 中 央 公 園
上連雀ひよこ児童遊園
上連雀みどり児童遊園
上連雀のぞみ児童遊園
山 中 第 一 児 童 遊 園
山 中 第 二 児 童 遊 園
上連雀なかよし児童遊園
上連雀くすのき児童遊園
上連雀みなみ児童公園
下連雀しらかば児童公園
下連雀みなみうら児童公園
け や き 広 場
下連雀わかくさ児童遊園
下連雀鷹の子児童公園
下連雀橋上都営児童遊園
吉 野 東 児 童 遊 園
し い の 木 児 童 遊 園
下連雀たんぽぽ児童遊園
あけぼのふれあい公園
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＜一時避難場所＞
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を
身
に
つ
け
る
こ
と
と
、
力
強
い
`
共
助
の
輪
a

を
広
げ
て
お
く
こ
と
で
す
。

市
で
は
、
毎
年
９
月
１
日
の
防
災
の
日
を
中
心

に
、
市
内
７
地
区
で
各
自
主
防
災
組
織
が
中
心
と

な
り
、
地
区
の
実
情
に
応
じ
た
特
色
の
あ
る
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
」、「
み
ん
な
の
ま
ち
は
み
ん
な
で
守
る
」
を
合

言
葉
に
お
近
く
の
会
場
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

∞
防
災
課
ò
内
線
２
２
８
３

三
鷹
市
総
合
防
災
訓
練

三
鷹
市
総
合
防
災
訓
練

三
鷹
市
総
合
防
災
訓
練

三
鷹
市
総
合
防
災
訓
練

三
鷹
市
総
合
防
災
訓
練

身
の
安
全
確
保
が
最
優
先

す
み
や
か
な
防
災
活
動
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隣
近
所
で
助
け
合
い


